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結　

果

９
月
13
日　

あ
じ
さ
い
館
親
善
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

会
場　

か
す
み
が
う
ら
あ
じ
さ
い
館

運
動
公
園

二　

位　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

二　

位　

栄
松
チ
ー
ム

三　

位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

９
月
21
日　

土
浦
・
石
岡
二
市
親
善

優　

勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

準
優
勝　

高
浜
ク
ラ
ブ

三　

位　

あ
お
ぞ
ら

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
�
グ

女
子
石
岡
大
会
開
催

　
　
　
　
　
　

︵
公
式
戦
︶

ゲ
�
ト
ボ
�
ル

　
　
　

９
月
の
結
果

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

松
浦　

秀
雄

＊
シ
ニ
ア
女
子
の
部

優　

勝　

高
野　

芳
枝

三　

位　

潮
田　

喜
久
恵

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
女
子
の
部

優　

勝　

  

底     

節
子

タ
�
ゲ
�
ト
・

バ
�
ド
ゴ
ル
フ
親
善
大
会

日
時　

12
月
16
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時 

試
合
開
始

＊
午
前
８
時
か
ら
石
岡
中
学
校
と
八

郷
南
中
学
校
に
よ
る
招
待
試
合
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

場
所　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

試
合　

日
立
佐
和
リ
ヴ
ァ
ー
レ

　
　
　
　
　
　

VS 

　
　
　

Ｊ
Ｔ
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス

Ｓ
席
指
定　

２
５
０
０
円

Ａ
席
自
由　

２
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
指
定
席
・
自
由
席

と
も
に
５
０
０
円
引
き
に
な
り
ま
す
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
に
て
前
売
販
売
中

問
い
合
わ
せ

茨
城
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（
担
当 

黒
澤
）

☎
０
９
０
・
７
９
４
３
・
６
４
４
２

教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
６
・
７
２
１
０

ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

斉
藤
・
大
崎
組

準
優
勝　

土
師
・
田
村
組

三　

位　

海
老
沢
・
島
倉
組

ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

酒
出
・
志
村
組

準
優
勝　

安
達
・
井
上
組

三　

位　

白
田
・
吉
沢
組

石
岡
レ
デ
�
�
ス

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

秋
季
バ
レ
�
ボ
�
ル
大
会

優　

勝　

石
岡
オ
リ
オ
ン
ズ

準
優
勝　

小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三　

位　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ラ
ッ
カ
ー
ズ

三　

位　

石
岡
ヤ
ン
キ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト

石
岡
市
親
善
武
道
大
会

日
時　

12
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜 

試
合
開
始

場
所　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

　
　
　

石
岡
商
業
高
等
学
校 

弓
道
場

種
目　

弓
道
・
剣
道
・
柔
道

参
加
申
込　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
６
・
７
２
１
０

ス
ポ
�
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　
　
　
　
　

 

野
球
大
会

ス
ポ
�
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　

 

バ
レ
�
ボ
�
ル
大
会

優　

勝　

小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

恋
瀬
ブ
ル
ー
ウ
ィ
ン
グ
ス

三　

位　

葦
穂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ダ
ブ
ル
ス
Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

藤
崎
・
川
上
組

準
優
勝　

山
井
・
亀
下
組

三　

位　

皆
川
・
伊
藤
組

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水

　
　

プ
�
ル
を
臨
時
休
館

　

12
月
３
日
（
月
）
か
ら
10
日
（
月
）

ま
で
の
間
、
水
抜
き
清
掃
の
た
め
、

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
６
・
７
２
１
０

交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

会
場　

土
浦
市
民
運
動
広
場

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

９
月
22
日　

石
岡
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
月
例
会

会
場　

鹿
の
子
健
康
広
場

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

宮
部
チ
ー
ム

三　

位　

御
前
山
チ
ー
ム

９
月
21
日　

湖
北
女
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

会
場　

鹿
の
子
健
康
広
場

三　

位　

栄
松
チ
ー
ム

五　

位　

宮
部
チ
ー
ム
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がんばってま～す　㉔  

◆ 

会
発
足
は
知
人
へ
の
声
掛

け
か
ら　

 

　

こ
の
会
は
、
会
長
の
佐
藤
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
よ
う
と

知
人
に
声
を
掛
け
、
昭
和
57
年
５
月
に

６
人
で
始
め
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
晴
風
園
」
の
オ

ム
ツ
た
た
み
作
業
の
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
発
足
か
ら
25
年
が
経
ち
、
現
在

は
会
員
12
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
主
な
活
動
は
、
月
一
回
の
定
例
会

や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
お
茶
飲
み

会
（
食
事
会
）、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
便
り
」

　今月は、ひとり暮らしの高齢者の方を招いて食
事会などをしている「ボランティア友の会」を紹介
します。食事会の会場である国府地区公民館で、会
長の佐藤秀子さんと会員の皆さんにお話を伺いま
した。

◆ 

い
つ
も
同
じ
と
き
に
、

同
じ
場
所
で
！

　

月
一
回
行
っ
て
い
る
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
の
お
茶
飲
み
会

は
、
社
協
主
催
の
「
素
人
お
好

み
演
芸
会
」
を
手
伝
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
昭
和
60
年
に
始

◆ 

や
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
と
い

う
姿
勢

▲食事会終了後、会場を飾った会員の手による絵手紙の前でパチリ！

◆ボランティア
　　　　　　友の会◆

◆ 

会
で
は
「
他
人
の

悪
口
を
言
わ
な
い
」

　

こ
の
会
で
は
、
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
約
束
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
会
の
中
で

は
、
絶
対
に
他
人
の
悪
口
を

言
わ
な
い
こ
と
で
す
。
参
加

し
た
お
客
さ
ん
は
何
を
言
っ

て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
迎
え

る
私
た
ち
は
絶
対
に
悪
口
を

言
わ
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
、

の
発
行
、
月
二
回
の
ふ
れ
あ
い
電
話
訪

問（
安
否
確
認
）な
ど
で
す
。
ほ
か
に
、

施
設
訪
問
や
社
協
行
事
へ
の
協
力
、
研

修
会
へ
の
参
加
、
交
流
会
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

◆ 

き
っ
か
け
は
会
長
の
一
声

　

こ
の
会
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、「
子
ど
も
が
独
立
し
た
の

で
」
と
か
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」「
自
分
の

母
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
世
話

に
な
っ
た
の
で
」「
引
っ
越
し
て
来

た
の
で
早
く
地
域
に
慣
れ
よ
う
と

思
っ
て
」「
仕
事
を
辞
め
た
の

で
、
今
度
は
人
の
役
に
立
つ
こ

と
が
し
た
か
っ
た
の
で
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
で
も
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
会
員
の
多
く
が

「
会
長
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ

て
」
と
い
う
理
由
も
あ
わ
せ
て

挙
げ
て
い
ま
す
。

ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
食
事
会
は
毎

月
第
３
日
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
同
じ
と
き
に
同
じ
場
所
で
行

い
、
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
す
る

方
が
、
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
の

心
配
り
で
す
。

　

作
る
料
理
も
季
節
や
い
ろ
ど
り
、

味
、
値
段
を
考
え
て
み
ん
な
で
相
談

し
て
決
め
ま
す
。
豪
華
な
料
理
で
は

な
く
、普
通
の
生
活
の
延
長
と
考
え
、

高
齢
者
が
好
む
家
庭
料
理
を
作
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

場
を
飾
る
花
は
会
員
の
庭
で
咲
い
た

花
、
招
待
状
は
会
員
の
描
い
た
絵
手

紙
、
食
事
の
と
き
に
敷
く
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
も
お
手
製
…
…
。
会
員
そ

▲ 食事会の前に今月の誕生日の方を祝います

　

活
動
は
、
や
っ
て
あ
げ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
や
ら
せ
て
頂
い
て
い
る

ん
で
す
。
参
加
し
た
方
は
、
食
事
を

食
べ
る
こ
と
で
喜
び
を
頂
き
、
私
た

ち
は
作
る
こ
と
で
喜
び
を
頂
い
て
い

ま
す
。
こ
の
会
に
入
っ
た
こ
と
で
、

会
員
の
み
で
な
く
参
加
し
た
方
に
ま

で
、
お
付
き
合
い
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
体
調
管
理
を
し
て
、

無
理
せ
ず
、
長
く
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
趣
味
や
特

技
を
活
か
し
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

み
ん
な
で
守
っ
て
い
ま
す
。

１７　広報いしおか　№５２



健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５

★
★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

毎
年
冬
に
な

る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行

が
み
ら
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
発
症
す
る
病
気

で
、
風
邪
よ
り
も
感
染
力
が
強
く
、

症
状
が
重
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
〜
40
℃
の
急

激
な
高
熱
で
発
症
し
、
悪
寒
、
倦
怠

感
な
ど
の
全
身
症
状
を
伴
い
ま
す
。

幼
児
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、妊
婦
、

肺
や
心
臓
の
慢
性
疾
患
患
者
、
糖
尿

病
・
腎
臓
病
患
者
、
免
疫
不
全
状
態

の
人
は
症
状
が
重
く
な
り
や
す
く
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
普
段
の
生
活
で
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
】

①
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入
ら
な
い
よ
う

に
手
洗
い
を
徹
底
す
る
こ
と

②
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
十
分

な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る
こ
と

③
感
染
者
に
は
近
づ
か
な
い
、
発
症

し
た
ら
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
外

効
期
限
は
、12
月
30
日
（
日
）
で
す
。

（
必
ず
し
も
接
種
を
受
け
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
）

★
平
成
19
年
度 

集
団

基
本
健
康
診
査
・
が
ん

検
診
が
終
了

　

平
成
19
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
た

集
団
基
本
健
康
診

査
・
が
ん
検
診
は
、

12
月
14
日
八
郷
地

区
の
総
合
健
診
で

す
べ
て
終
了
し
ま
す
。

＊
精
密
検
査
の
対
象
に
な
っ
た
方
は

必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

＊
基
本
健
康
診
査
で
要
医
療
に
な
っ

た
方
も
医
療
機
関
を
受
診
し
、
今
後

の
治
療
に
つ
い
て
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

＊
要
医
療
や
要
指
導
に
な
っ
た
方
は
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
の
量
や
内
容
、
運
動
、
休
養
、

喫
煙
な
ど
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
生
活
習
慣
を
見
直
し

た
い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
「
保
健

相
談
室
」（
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
個
別
相
談
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

集
団
検
診
を
受
診
し
な
か
っ
た
方

は
「
医
療
機
関
検
診
」
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を

出
を
し
な
い
こ
と

　

も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
ら
、
早
め
に
受
診
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。適
切
な
治
療
を
受
け
、

水
分
補
給
、
十
分
な
栄
養
、
休
息
を

と
り
、
安
静
に
し
て
い
れ
ば
３
〜
７

日
ほ
ど
で
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
高

齢
者
や
幼
児
な
ど
の
重
症
化
し
や
す

い
人
た
ち
は
、
病
気
の
経
過
を
注
意

深
く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
し
て
い
な

い
の
で
予
防
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
き

ち
ん
と
徹
底
し
て
感
染
を
防
ぎ
、
自

分
の
身
を
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
》

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
心
臓
や
腎
臓
、
呼

吸
器
に
重
い
病
気
の
あ
る
方
（
身
体

障
害
者
１
級
程
度
）
に
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
を
発
行
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
有

希
望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
て
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。
発
行

期
間
は
平
成
20
年
１
月
11
日
（
金
）

ま
で
で
す
。
ま
た
、
基
本
健
康
診
査

を
希
望
す
る
方
は
、
お
手
元
に
あ
る

受
診
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
受
診

券
の
な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

発
行
し
ま
す
。
有
効
期
間
は
、
平
成

20
年
１
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
年
間
予
定
表
、
行
事

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
各
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
。

★
献
血

◎
12
月
７
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜

　
　

午
後
３
時
30
分

　
　

国
府
地
区
公
民
館

◎
12
月
17
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

八
郷
総
合
支
所

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　

カ
ド
ヤ
八
郷
店

◎
12
月
28
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　

ジ
ャ
ス
コ
石
岡
店　
　
　

★

広報いしおか　№５２　１８

気
を
ふ
き
取
り
３
〜
４
㎝
幅
に
切
る
。

②
ピ
ー
マ
ン
は
タ
テ
半
分
に
切
っ
て
、

種
を
取
り
、
一
口
大
の
乱
切
り
に
す

る
。玉
ね
ぎ
は
、７
〜
８
㎜
幅
に
切
る
。

③
鍋
に
Ａ
を
入
れ
て
強
火
に
か
け
、
煮

立
っ
た
ら
さ
ん
ま
を
並
べ
入
れ
る
。
あ
い

た
と
こ
ろ
に
玉
ね
ぎ
を
入
れ
、
中
火
に
し

て
、
落
と
し
蓋
を
し
て
20
分
位
煮
る
。

④
仕
上
げ
に
ピ
ー
マ
ン
を
加
え
、
ひ
と

煮
す
る
。

◆ 

ポ
イ
ン
ト

　

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
魚
離
れ
が

目
立
ち
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち

の
好
き
な
ケ
チ
ャ
ッ
プ
味
で
さ
ん
ま

を
煮
て
み
ま
し
た
。
一
度
試
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
油
を

使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
生
活
習
慣
病
が

気
に
な
る
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

（
＊
レ
シ
ピ
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん

か
ら
の
紹
介
で
す
）

（
１
人
分
：

エ
ネ
ル
ギ
ー

２
６
５
ｋ
ｃ

ａ
ｌ
、

塩
分
1.1
ｇ
）

◆ 

材
料

　
【
４
人
分
】

さ
ん
ま 

４
尾

玉
ね
ぎ 

１
個

ピ
ー
マ
ン 

２
個

Ａ（
水 

カ
ッ
プ
２
・
酒 

大
さ
じ
４
・
し
ょ

う
ゆ 

大
さ
じ
2/3
・
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ 

大
さ
じ
２
）

◆ 

作
り
方

①
さ
ん
ま
は
頭
を
切
り
落
と
し
、
菜
箸
で

腸
を
え
ぐ
り
出
す
。
き
れ
い
に
洗
っ
て

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
し
っ
か
り
水

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

さ
ん
ま
の
ケ
チ
�
�
プ
煮



 シリーズ　㉗
文化振興課

 

漆
う
る
し
が
み
も
ん
じ
ょ

紙
文
書
を
詳
し
く
読
む
③

 

　
　

兵へ
い
し
か
ん
け
い
も
ん
じ
�

士
関
係
文
書

　

鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
出
土
の
漆
紙
文

書
の
中
で
代
表
的
な
も
の
に
「
兵

士
関
係
文
書
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
防さ

き
も
り人
と
し
て
大だ

ざ

い

ふ

宰
府
に
赴

く
兵
士
や
蝦え

ぞ夷
征
伐
な
ど
に
向
か

う
兵
士
が
個
人
的
に
用
意
し
、
点

検
す
べ
き
武
具
や
道
具
が
明
記
さ

れ
た
文
書
の
こ
と
で
す
。
す
べ
て
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
主
な
も
の
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。「
腰
縄
」
と
は
腰
に
つ

け
て
携
帯
し
た
縄
の
意
味
で
、
敵
の

捕ほ

ば

く縛
な
ど
種
々
の
用
途
に
用
い
ら
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。「
脛
裳
」
は
脛す

ね

に
巻
き
つ
け
る
布
（
脚

き
�
く

絆ば

ん）
の
こ
と

で
し
ょ
う
か
。ま
た
、「
頭
纒
」は「
纏
」

で
「
ま
と
う
」
と
訓
読
み
す
る
こ
と

か
ら
、
頭
に
ま
と
う
も
の
、
す
な
わ

ち
鉢は

ち
ま
き巻

の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、「
水み

ず
お
け甬
」「
塩し

お
お
け甬
」
は
水
や
塩

を
入
れ
る
桶
の
こ
と
で
す
。「
小
鉗
」

は
今
で
い
う
「
や
っ
と
こ
」
の
こ
と

で
熱
い
鉄
を
挟
ん
で
持
つ
道
具
で

す
。
さ
ら
に
「
弓
」
や
「
大た

ち刀
」
な

ど
の
武
具
が
続
き
ま
す
。「
鞆
」は「
と

も
」
と
読

み
、
弓
を

打
つ
と
き

に
手
に
は

め
る
も

の
で
す
。

「
弦

つ

る

袋ぶ
く
ろ

」

は
弓
の
弦げ

ん

の
予
備
を
入
れ
た
袋
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、

当
時
の
兵
士
は
兵
役
と
し
て
召
集
さ

れ
た
上
に
、
負
担
も
大
き
か
っ
た
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
漆
紙
文
書
と
類
似
し
た

文
書
が
奈
良
時
代
以
降
の
法
律
で
あ

る
「
律

り
つ
り
�
う

令
」
の
中
の
「
軍

ぐ

ん

防ぼ
う
れ
い

令
」
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
令
の

中
に
は
兵
士
が
１
人
ご
と
に
用
意
す

べ
き
も
の
、
50
人
ご
と
に
用
意
す
べ

き
も
の
が
書
か
れ
て
お
り
、
鹿
の
子

Ｃ
遺
跡
の
も
の
は
１
人
ご
と
に
用
意

す
べ
き
も
の
と
類
似
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
が
一
致
す
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
時
代
に
よ
り

内
容
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
分
か

る
の
で
す
。

償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
の
所

有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
資
産
の
状
況
を
１
月
31
日
ま
で

に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
は
、
会
社
や
個
人
で
工

場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
機
械
や
器
具
・
備
品
な

ど
の
事
業
用
資
産
を
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ミ
シ
ン
を
家
庭
用
と
し

て
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
課
税

対
象
と
な
り
ま

せ
ん
が
、
縫
製

工
場
な
ど
で
事

業
用
と
し
て
使

用
し
て
い
る
場

合
は
償
却
資
産

と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

夜
間
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

12
月
か
ら
の
窓
口
時
間
延
長
に
伴

い
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
７
時
ま
で

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
２
・
１
１
３
）

な
お
、
次
の
も
の
は
課
税
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産

②
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り

一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の

（
い
わ
ゆ
る
少
額
償
却
資
産
）

償
却
資
産
の
所
有
者
は

　
　
　
　

申
告
が
必
要
で
す

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

兵
士
関
係
文
書

▲

③
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産

で
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り

３
年
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償

却
す
る
も
の

（
い
わ
ゆ
る
一
括
償
却
資
産
）

④
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

　

対
象
と
な
る
も
の

内　　　容

煙突、鉄塔、岸壁など

旋盤、ポンプ、動力配線設
備など
貨車、客車、トロッコ、大
型特殊自動車など
測定工具、切削工具、机、
いす、ロッカーなど

船舶、航空機など

区　　分

構 築 物

機 械 ・ 装 置

車 両 ・ 運 搬 具

工具・器具・備品

船 舶 ・ 航 空 機

◆
償
却
資
産
の
対
象

　

平
成
19
年
度
申
告（
平
成
18
年
分

の
収
入
申
告
）か
ら
農
業
所
得
は
、
す

農
業
所
得
の
申
告
は

　
　
　
　
　

収
支
計
算
で
!!

べ
て
の
人
が
収
入
金
額
か
ら
必
要
経

費
を
差
し
引
い
て
計
算
す
る「
収
支

計
算
方
式
」に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
農
業
所
得
者
の

「
収
支
内
訳
書
」
記
載
状
況
は
、
き

ち
ん
と
記
載
し
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
も
の
の
、
ま
っ
た
く
記
載
せ
ず
受

付
者
に
任
せ
て
い
る
人
も
若
干
い
ま

し
た
。
記
載
し
て
こ
な
い
人
の
申
告

受
付
に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
１
万
人
を
超
え
る
申
告
者

を
少
し
で
も
待
た
せ
な
い
で
気
持
ち

よ
く
申
告
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

収
支
内
訳
書
を
記
載
し
て
お
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
待
ち
時
間
短
縮
の

た
め
に
も
ご
協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課 

資
産
税
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
４
）

　

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
税
！

不動産  9 件
預 金 15件

合 計 24 件

 本年度
 累計 241 件

10月の差押件数

１９　広報いしおか　№５２

時
の

記
憶



　第 82 回 まちかど音楽祭　　
まちかど情報センターニュース ☎ 27－5171

　　 駐車場は、まちかど情報センター駐車場（向かい側）・市営駐車場をご利用ください。

まちかど情報センターは、NPO 法人まちづくり市民会議が管理運営を行っています

☆ 12 月のコミュニティ … どなたでも参加できます
◆第 84 回  まちかど音楽祭     12/24（月）    14：00
◆おはなしなあに（読みきかせ会）
　　　　　　　　　　　　　 12/  8（土）   14：00
◆折り紙教室　　　　　　　 12/15（土）   13：30
◆育児サークル（わんにゃん）　毎週火曜　 　 10：30
◆心と体の健康相談 / おしゃべり交流会
　　　　　　　　　　　　　　毎週水曜　　 10：00
◆日本語教室　　　　　     　　   毎週金曜　　 10：00
◆ちりめん小物つくり　  12/1・22（土）     11：00

まちかど学習会

12月７日（金）～14日（金）

12 月 5 日（水） 14:00 ～ 16:00

市内高等学校合同作品展
　石岡一高、石岡二高、商業高校、八
郷高校の生徒のみなさんの作品展です。
　書道、絵画、イラスト、写真、アレ
ンジメントフラワー、茶道 etc……。
　どれも力作ばかりです。９日（日）
の午前 10 時から 11 時 30 分までお呈
茶があります。

第７回

いつまでも楽しく元気に暮らすために！
話題の一発体操、座ってできる体操などを覚えよう！

講師：石岡市シルバーリハビリ体操指導士会
　　　　　　　　　　会長　大澤勝子さん

まちかど音楽祭
12 月 24 日（月） 14:00 ～

出演： 白井珠枝さん（ソプラノ）
曲目： まきびとひつじを
　　　 きよしこのよる
　　　 さやかに星はきらめき

ボランティア特派員募集
　まちかど情報誌『はれはれ』を創ることになりま
した。「石岡のおいしいお菓子屋さんを知っていま
す」「龍神山の絶景ポイント」「変わった形のサツマ
イモが採れました」など、そんな身近な情報を寄せ
てくれる方を募集しています。石岡をこよなく愛す
る方、お待ちしています。

ぴよ
ぴよ

インターネット教室
30分 500円　要予約

　料理レシピ、お天気、星占い、地図、ＴＶ番組、
観光地案内、etc。パソコンが初めての方でも、大
丈夫です。興味のあるものについての調べ方を親切、
丁寧にご指導いたします。

●年末年始の休館のお知らせ●

12月27日（木）から１月４日（金）

まで休館となります。

クリスマスコンサート

事　業　名
事業
場所 

落札金額
(単位:万円 )

請負業者 入札日

19 単真家地区用地
路線測量設計業務

真家
希）    337
予）    321
落）    317

コーワ技研㈱
H19

10.1219 単太田地区
用地測量業務

太田
希）    214
予）    206
落）    198

㈱トーホー
測研

19 単 ･ 市道 A0101 号線
測量設計委託

碁石沢
希）    712
予）    694
落）    655

大栄
測量設計㈱

10.16

19 単 ･ 市道 A1201 号線
測量設計委託

総社
一丁目

希）    353
予）    339
落）    330

㈱三喜
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

19 単 ･ 市道 A3075 号線
測量設計委託

石岡
希）    104
予）    100
落）      95

㈱アイワ技研

19 恋瀬農集排
第 019 号管渠工事

大塚
希） 1,712
予） 1,650
落） 1,590

飯島
電設工業㈱

19 国補公下
第１号工事

中津川
希） 9,120
予） 8,983
落） 8,380

㈱菱伸工営

10.19
19 国補公下雨水
第１号工事

石岡
二丁目

希） 7,070
予） 6,971
落） 5,950

小松﨑・鈴木
特定建設工事
共同企業体

  ■問い合わせ   総務部 契約検査室 ☎ 23－1111（内 433）

10 月の入札結果10月の入札結果 事　業　名
事業
場所 

落札金額
(単位:万円 )

請負業者 入札日

19 恋瀬農集排
第 018 号管渠工事

大塚
希） 4,060
予） 3,926
落） 3,800

㈱進貢

10.19
19 国補第 250 号・
市単第 259 工区
特環合併管渠工事

下林
希） 1,800
予） 1,774
落） 1,674

㈱大場工務店

18 観光物産施設
建築工事

下青柳
希） 3,490
予） 3,336
落） 3,300

常洋
建設工業㈱

　

石
岡
市
観
光
協
会
で
は
、
平
成

20
年
版
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
０
部
限
定
の
販
売
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
金
額　

一
部
１
０
０
０
円

販
売
場
所　

市
役
所 

商
工
観
光
課
、

八
郷
総
合
支
所 

商
工
観
光
課
、
石

岡
市
観
光
案
内
所
、
ま
ち
蔵
藍

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

商
工
観
光
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
４
１
３
）

石
岡
の
お
ま
つ
り

　

カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売

広報いしおか　№５２　２０



　　　　　　　　　　　

　　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

　

市
で
は
、
石
岡
市
男
女
共
同
参
画

条
例
に
基
づ
き
、
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
石
岡
市
男

女
共
同
参
画
審
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
検
討
を
重
ね
、
原
案
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
基
本
的
な
計

画
と
な
る
「
第
１
次
石
岡
市
総
合
計

画
」
を
勘
案
し
、
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聴
き
、
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
よ
り

よ
い
計
画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
か
せ
く

だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

　

12
月
13
日
（
木
）
～
21
日
（
金
）

【
原
案
の
公
表
・
閲
覧
方
法
】

①
石
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

②
市
役
所
総
合
案
内
、企
画
課
窓
口
、

八
郷
総
合
支
所
総
務
課
、
ま
ち
か
ど

情
報
セ
ン
タ
ー

※
市
役
所
本
庁
舎
と
八
郷
総
合
支
所

は
、
土
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー
は
、
休
館
日
を
除
く
午
前
10
時

30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

【
提
出
で
き
る
方
】

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
、
そ
の
他

の
団
体

③
市
内
在
勤
・
在
学
の
方

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　

意
見
は
、
住
所
・
氏
名
（
ま
た
は

団
体
名
）
お
よ
び
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
様
式
は
自
由
で
す
が
、
各
閲

覧
場
所
に
は
、
提
出
用
紙
を
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
意
見
の
公
表
】

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個

別
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
意
見
の
概

要
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
同
様
の
意
見
は
集

約
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
住
所
・
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は

一
切
公
表
し
ま
せ
ん
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

〒
３
１
５-
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
２
２
）

ＦＡＸ
２
２
・
３
６
８
４

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
city.ishioka.lg.jp

　

男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　

基
本
計
画
（
案
）
へ
ご
意
見
を

　

す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
個
性
や
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
背

景
と
し
た
制
度
や
慣
行
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
や
家
族
形
態
の
多
様
化
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

の
環
境
は
、
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
石
岡
市
を
支
え
る
す
べ
て
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
平
成
18
年
３
月
、「
石

岡
市
男
女
共
同
参
画
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
各
種
施
策
を
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
基
本
計
画
の
策
定

が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

計
画
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
、
基
本
と
な
る
考
え
方
を
定
め
、

そ
れ
に
沿
っ
た
次
の
五
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
正
し
い
男
女
共
同
参
画
理
念
の
普
及
啓
発

◇
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
制
度
や
慣
行
等
の
見
直
し

◇
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
共
同
参
画

◇
職
場
で
の
平
等
、
家
庭
や
地
域
で
の
生
活
と
仕
事
の
両
立

◇
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
10
年
間

と
し
、
５
年
後
に
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

●
石
岡
市
男
女
共
同
参
画
条
例
っ
て
？ 

●
計
画
は
ど
う
し
て
必
要
な
の
？

●
計
画
の
基
本
目
標

●
計
画
の
期
間

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

■
中
央
公
民
館 

相
談
室
（
毎
月
１
回
、
今
月
は
12
月
26
日
（
水
））

問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

２１　広報いしおか　№５２



　

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

空
き
店
舗
等
を
利
用
し
て
、
開
店

の
宣
伝
と
称
し
安
売
り
を
し
た
り
、

講
習
会
を
名
目
に
人
を
集
め
て
、
日

用
雑
貨
等
を
無
料
や
無
料
同
然
で
配

り
、
得
を
し
た
気
分
に
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、消
費
者
を「
も
ら
わ
ね
ば
損
！ 

買
わ
ね
ば
損
！
」
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
催
眠
状
態
に
し

て
冷
静
な
判
断
を
失
わ
せ
、
異
様
な

雰
囲
気
の
な
か
、
最
後
に
高
額
な
商

品
を
販
売
す
る
と
い
う
商
法
で
す
。

ま
た
、
薬
効
を
う
た
っ
て
健
康
食
品

を
多
量
販
売
す
る
こ
と
や
「
今
日
だ

け
」「
こ
こ
だ
け
」
と
割
安
感
を
強

調
し
、
実
際
は
高
額
な
商
品
を
売
る

な
ど
の
例
も
あ
り
ま
す
。

◆
石
岡
市
で
は
、
昨
年
の
相
談
の
中

で
こ
の
催
眠
商
法
に
関
す
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

・
本
人
か
ら
の
相
談　

２
件

・
家
族
か
ら
の
相
談　

４
件

・
取
り
締
ま
れ
な
い
か
！ 

の
要
望
が

　

３
件
で
し
た
。　

さ
い
み
ん（
催
眠
）商
法
っ
て
!?

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
�︵
市
役
所
内
︶

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４

時
30
分
ま
で

　

催
眠
商
法
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

本
人
に
は
騙
さ
れ
た
！ 

買
わ
さ
れ

た
！ 

な
ど
の
自
覚
が
な
い
の
も
特

徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
会
場
を
締
め
切
っ
て
帰
ら
せ
な
い

・
脅
し
て
契
約
さ
せ
ら
れ
た

・
販
売
目
的
を
告
げ
す
、
電
話
や
ビ

ラ
で
呼
び
出
さ
れ
た
な
ど
の
場
合

は
、
訪
問
販
売
と
同
じ
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
「
帰
り
た
い
」
な
ど
と
言
っ
て

も
帰
し
て
く
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

消
費
者
契
約
法
の
取
り
消
し
も
可

能
で
す
。

　

こ
う
し
た
商
法
は
販
売
業
者
の
所

在
が
ハ
ッ
キ
リ
せ
ず
、
連
絡
が
取
れ

な
く
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
が
ち
で

す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

図
書
館
つ
う
し
ん

◆ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
雪
の
女
王
」

◆ 

日
時　

12
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
15
分
〜

　
　
　
　
（
上
映
時
間　

約
１
時
間
）

◆ 

場
所　

中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

◆ 

対
象　

小
学
校
低
学
年

《
冬
休
み
映
画
会
》
入
場
無
料

《
第
28
回
読
書
感
想
画
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者
》

　

10
月
20
日
、
中
央
図
書
館
で
読
書

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
１
年
生

か
ら
３
年
生
の
応
募
作
品
２
８
６
点

か
ら
、
次
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。

【
市
長
賞
】

　

山
口　

陽
平
（
石
岡
小
１
年
）

　

平
山　

佳
織
（
府
中
小
１
年
）

　

大
木　

連
汰
（
北
小
１
年
）

　

相
島
優
里
香
（
石
岡
小
２
年
）

　

勝
田　

真
央
（
府
中
小
２
年
）

　

大
星
聡
一
郎
（
東
小
２
年
）

　

藻
垣
那
奈
子
（
南
小
２
年
）

　

上
野　

瑞
仁
（
府
中
小
３
年
）

　

川
村
こ
の
み
（
東
小
３
年
）

　

矢
口　

綾
香
（
三
村
小
３
年
）

【
教
育
長
賞
】

　

伊
藤
嶺
太
朗
（
東
小
１
年
）

　

小
貫　

慶
太
（
杉
並
小
１
年
）

　

鈴
木　

智
也
（
柿
岡
小
１
年
）

　

前
野
今
日
香
（
石
岡
小
２
年
）

　

若
山　

永
吉
（
東
小
２
年
）

　

植
田　

尚
那
（
杉
並
小
２
年
）

　

野
村　

侑
平
（
葦
穂
小
２
年
）

　

鎌
田　

萌
花
（
南
小
３
年
）

　

小
幡　

  

航   （
杉
並
小
３
年
）

　

真
家
明
日
香
（
園
部
小
３
年
）

【
図
書
館
長
賞
】

　

石
田
姫
鈴
奈
（
高
浜
小
１
年
）

　

鎌
田　

涼
花
（
南
小
１
年
）

　

小
幡　

  

栞   （
杉
並
小
１
年
）

　

大
山　

直
寿
（
瓦
会
小
１
年
）

　

荒
井　

綾
香
（
吉
生
小
１
年
）

　

藻
垣　

優
亮
（
南
小
２
年
）

　

横
山　

大
輝
（
石
岡
小
３
年
）

　

岩
田
万
里
奈
（
府
中
小
３
年
）

　

伊
勢
山
美
優
（
高
浜
小
３
年
）

　

鈴
木　

萌
子
（
関
川
小
３
年
）

《
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
へ
》

　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

は
、
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
１
月
か
ら
、
有
効
期
限
が
近

づ
い
た
方
に
は
、
貸
し
出
し
の
際
な

ど
に
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

更
新
に
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
他
に

住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
・
保
険
証
・
学
生
証
な
ど
）
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
本

人
が
来
館
し
た
際
に
更
新
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
イ
ベ
ン
ト
広
場
駐
車
場

の
利
用
に
つ
い
て
》

　

11
月
半
ば
か
ら
12
月
末
に
か
け
て

発
掘
調
査
の
た
め
、
駐
車
場
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
う
え
協
力
願

い
ま
す
。

中
央
図
書
館
２
階

《
12
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
１
日
（
土
）
14
：
30
〜
（
約
30
分
）

《
12
月
の
お
は
な
し
会
》

・
15
日
（
土
）
14
：
30
〜
（
約
30
分
）

中
央
公
民
館
和
室

《
12
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）
14
：
30
〜
（
約
30
分
）

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中
学

年
ぐ
ら
い
ま
で
。
ま
た
、
興
味
の
あ

る
方
は
ど
う
ぞ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

【休　館　日】

 １月  12月

広報いしおか　№５２　２２

3・10

17

23～25

29～31

日

1～ 4

7・14

15・21

28・31

日



　
　

俚　

謡

　
　
　

国
府
二　

篠
原
美
千
代

曲
り
角
で
す　

疲
れ
た
肌
に

　

無
理
な
化
粧
が　

沁
み
る
頬

　
　
　
　

     

杉
並
四　

助
川　

浩
史

明
日
の
こ
と
な
ど　

わ
か
り
は
し
な
い

　

酔
っ
て
乱
れ
た　

萩
の
宿

府
中
二　

稲
田　

す
み

迷
う
こ
と
な
く　

辛
さ
に
耐
え
ろ

　

無
理
は
す
る
な
と　

師
の
教
え

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

枕
濡
ら
し
て　

尽
き
せ
ぬ
思
い

　

胸
の
痛
み
に　

忍
び
な
く

　
　
　
　
　
　

東
石
岡
四　

惣
野
代
英
子

亡
夫
と
歩
い
た　

想
い
出
旅
路

　

偲
ぶ
今
宵
の　

萩
の
宿

　
　
　
　
　
　

杉
並
一　

岩
城　

正
志

満
期
到
来　

月
掛
預
金

　

無
理
を
貫
き　

知
っ
た
味

　
　
　
　

       

下　

林　

 

関
口
み
ど
り

年
は
取
っ
て
も　

身
も
と
ゝ
の
え
て

　

旅
の
誘
い
に　

紅
を
引
く

下　

林　

白
井
富
喜
江

男
勝
り
と　

言
わ
れ
る
母
も

　

子
に
は
優
し
く　

愛
で
抱
く

下　

林　

谷
島　

清
風

今
宵
名
月　

尾
花
に
添
っ
て

　

月
の
出
を
待
つ　

女
郎
花

　
　
　
　

     

下　

林　

額
賀　

力
江

馴
れ
た
料
理
も　

歳
増
す
ご
と
に

　

変
る
女
房
の　

匙
加
減

　

   

短

歌

 　
　
　
　

        

東
光
台　

斉
藤　

茂
男

人
間
の
い
く
さ
の
跡
を
消
し
去
り

て
海
は
黙
し
て
な
に
も
語
ら
ず

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　

石
岡
の
お
祭
り
に
触
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

京
子

　　

石
岡
に
引
っ
越
し
て
来
て
か
ら
、

早
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
の
初
め
て
の
お
祭

り
見
学
は
、
山
車
や
獅
子
舞
の
勇
壮

さ
に
感
動
を
覚
え
た
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
祭
り
に
携
わ
る
皆
さ
ん
の

熱
意
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
お
祭
り

が
終
わ
っ
て
か
ら
ひ
と
月
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
余
韻
に
浸

り
、
心
地
よ
い
気
分
に
酔
い
し
れ
て

い
る
毎
日
で
す
。

　

今
年
の
お
祭
り
は
、
め
ず
ら
し
く

晴
れ
が
続
い
た
と
町
内
の
人
に
聞

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
年
番
町
や
そ

の
ほ
か
の
町
内
の
皆
さ
ん
の
お
祭

り
に
対
す
る
意
気
込
み
と
、
苦
労

を
苦
労
と
思
わ
な
い
姿
が
神
々
に

伝
わ
り
、
風
を
起
こ
し
、
雲
を
吹

き
飛
ば
し
、
雨
を
も
降
ら
せ
な
い

３
日
間
の
好
天
に
つ
な
が
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
心
意
気
が

山
車
や
獅
子
た
ち
の
動
き
に
乗
り

移
り
、
見
る
者
に
大
き
な
感
動
を

与
え
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

                 　

 

若　

松　

酒
匂
川
孝
治

老
い
人
と
さ
と
り
て
そ
の
身
つ
つ

し
め
と
子
は
告
げ
き
た
る
暑
さ
残

る
日

　
　
　
　
　
　

 

東
石
岡　
田
村　

 

匡

廃
線
の
線
路
い
つ
し
か
赤
錆
び
ぬ

そ
れ
被
う
ご
と
伸
び
た
夏
草

　
　
　
　

        

村　

上　

石
川　

洋
司

朝
採
り
の
美
事
な
「
ご
う
や
」
籠

い
っ
ぱ
い
友
は
「
ニ
ッ
コ
リ
」

「
貰
っ
て
い
い
の
」

総　

社　

石
崎　

禮
子

母
の
背
の
籠
に
ゆ
ら
れ
て
山
畠
に
ゆ

き
し
幼
な
日
ま
ぼ
ろ
し
の
如
し

石　

岡　

蒲
生　

康
男

友
人
の
看
護
を
た
の
ま
れ
受
け
し
妻

こ
の
頃
痩
せ
し
と
わ
れ
は
思
う
に

山　

崎　

西
口
は
ま
子

韓
流
の
ド
ラ
マ
の
余
韻
を
引
く
や

う
に
白
き
木
槿
は
夏
空
に
咲
く

金　

指　

小
松
崎
静
子

急
坂
を
す
が
る
息
子
の
掌て

の
固
く

我
の
知
ら
ざ
る
生た

つ
き活

思
は
る　
　

　
　
　
　
　
　
　

月　

岡　

高
橋　

修
子

命
得
て
故く

に國
に
還
り
し
特
攻
隊
の

亡
き
夫
偲
ぶ
灼
熱
の
夏

片　

野　

小
野
瀬
も
と

夫
も
姑
も
逝
き
て
久
し
き
共
々
に

夏
蚕
飼
い
し
を
ま
た
夢
に
見
る　

　
　

俳

句

　
　

泉　

町　

醍
醐　

味
風

い
の
し
し
の
逃
げ
場
う
し
な
う
車
間
距
離

　
　
　
　
　
　

茨
城
二　

伊
藤　

  

誠

人
生
も
猪
生
も
有
ら
ん
曼
珠
沙
華

南
台
三　

伊
藤　

光
子

畳
紙
ひ
ら
け
ば
亡
母
の
夏
衣

泉　

町　

石
神　

秋
羅

猪
鍋
を
囲
む
野
良
着
の
連
体
感

　
　
　
　
　

  

泉　

町　

小
澤　

   

武

手
話
の
娘
の
ピ
ア
ス
が
ま
ぶ
し
黒
揚
羽

　
　
　
　

    

八
軒
台　

竹
内　

林
書

醜
草
も
そ
れ
な
り
の
実
を
結
び

　
　
　
　
　

   

柴　

内　

羽
生　

 

俊

草
茂
り
茂
り
て
路
の
狭
ま
り
し

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

秋
雨
に
打
つ
鰐
口
の
鈍
き
か
な

柿　

岡　

野
村　

京
子

鰐
口
の
音
の
籠
り
て
秋
の
雨

　
　
　
　
　

  

柿　

岡　

松
田
と
く
子

群
れ
咲
く
も
一
茎
づ
つ
の
曼
珠
沙
華

文
芸
い
し
お
か

　

私
た
ち
吟
詠
会
は
、
歴
史
は
古
く
昭

和
39
年
に
発
足
。
文
化
協
会
で
も
伝
統

的
な
存
在
で
す
。
し
か
し
、
現
在
は
高

齢
化
が
進
み
、会
員
は
減
少
傾
向
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
吟
詠
の
素
材
と
な

る
詩
の
中
に
は
教
訓
的
名
句
が
多
く
、

中
国
の
白
楽
天
、
日
本
の
良
寛
の
詩
文

が
有
名
で
す
。
そ
れ
ら
の
詩
を
繰
り
返

し
吟
じ
て
い
る
と
自
然
を
愛
し
人
情
を

尊
ぶ
も
の
を
感
じ
、
心
の
底
が
常
に
踊

ら
さ
れ
ま
す
。
ま
た
聞
く
人
の
胸
中
に

も
深
い
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

吟
詠
は
、
健
康
増
進
に
は
最
大
の
効
果

を
顕
し
ま
す
。
現
在
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
解
消
に

も
抜
群
の
威
力
を
発
揮
し
ま
す
か
ら
、
多

く
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
行
事
と
し
て
は
、
年
２
回
の

吟
詠
大
会
、
野
外
の
吟
詠
会
、
芸
能
祭

へ
の
参
加
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
吟
詠
を
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

文
化
協
会
だ
よ
り

八
郷
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

光
男

２３　広報いしおか　№５２
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柴田　蒼
そ う た

太 ちゃん（４歳８か月）左

　　　　遙
は る と

人  ちゃん（２歳６か月）右
三　村

★今は、兄弟そろってウルトラマン
に夢中です★
パパとママから　いつまでも兄弟仲
良くお願いします。

美　術　館
第28回 読書感想画コンクール

ぼくのパパはおおおとこ
大木連汰さん（北小１年）

  市長賞
受賞作品

ハ
キ
ち
ゃ
ん
の
「
は
っ
ぴ
ょ
う
し
ま
す
」

　

山
口
陽
平
さ
ん
（
石
岡
小
１
年
）

は
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
ぼ
く
が
い
る

　

平
山
佳
織
さ
ん
（
府
中
小
１
年
）

ハ
キ
ち
ゃ
ん
の
「
は
っ
ぴ
ょ
う
し
ま
す
」

　

勝
田
真
央
さ
ん
（
府
中
小
２
年
）

ぼ
く
の
パ
パ
は
お
お
お
と
こ

　

相
島
優
里
香
さ
ん
（
石
岡
小
２
年
）

ハ
キ
ち
ゃ
ん
の
「
は
っ
ぴ
ょ
う
し
ま
す
」

　

藻
垣
那
奈
子
さ
ん
（
南
小
２
年
）

ゆ
り
か
ご
は
口
の
中

　

上
野
瑞
仁
さ
ん
（
府
中
小
３
年
）

り
ん
ご
あ
げ
る
ね

　

矢
口
綾
香
さ
ん
（
三
村
小
３
年
）

ゆ
り
か
ご
は
口
の
中

　

川
村
こ
の
み
さ
ん
（
東
小
３
年
）

ハキちゃんの
「はっぴょうします」

大星聡一郎さん（東小２年）
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